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イベント概要 

 

[企業名]  ベステラ株式会社 

 

[企業 ID]  1433 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  49 期 2022 年 1 月期第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2021 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2021 年 9 月 9 日 

 

[ページ数]  27 

  

[時間]   17:15 – 17:55 

（合計：40 分、登壇：30 分、質疑応答：10 分） 

 

[開催場所]  103-0026 東京都中央区日本橋兜町 3-3 兜町平和ビル 2 階  

第 2 セミナールーム（日本証券アナリスト協会主催） 

 

[会場面積]  145 ㎡ 

 

[出席人数]  20 名 

 

[登壇者]  3 名 

   代表取締役社長  吉野 炳樹（以下、吉野） 

   取締役企画部長  本田 豊 （以下、本田） 
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   社長室室長   池田 真也（以下、池田） 
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登壇 

 

司会：お待たせいたしました。定刻となりましたので、ただ今から、ベステラ株式会社様の IR ミ

ーティングを開催いたします。 

最初に、会社からお迎えしている 3 名の方をご紹介申し上げます。 

まず、代表取締社長の吉野炳樹様です。 

吉野：よろしくお願いいたします。 

司会：よろしくお願いいたします。 

次に、取締役企画部長の本田豊様です。 

本田：よろしくお願いいたします。 

司会：よろしくお願いいたします。 

次に、社長室長の池田真也様です。 

池田：よろしくお願いします。 

司会：よろしくお願いいたします。 

本日は、吉野社長様、および本田取締役様からご説明いただくことになっておりますけれども、ご

説明が終わりましたら、質疑応答の時間を設けていただいております。 

それでは、吉野社長様、よろしくお願いいたします。 
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吉野：本日は、どうぞよろしくお願いいたします。そうしましたら、第 2 四半期の決算について、

私からご報告差し上げたいと思います。 

まず、上半期ですけれども、一応予定通りといいますか、やや足りないところもございますが、な

んとか計画通りに推移していると。営業、工事ともにおおむね順調に推移したと考えております。

ちなみに、営業総利益は、利益率は 21.7%と幾分少し高く推移しているところでございます。 

売上については 23 億円程度ですけれども、下期に対して少し盛り上げていくつもりでございま

す。ただし、第 2 四半期の会計期間に、従業員への特別賞与を計上したのと、風力発電設備の解体

の実証実験の研究開発費を計上しております。ですので、この 3 カ月間については、一時的に減益

となっております。ちなみに、この費用に関しては、当初より織り込み済みでございます。 

肝心な受注残についてですが、第 1 四半期に比べて 3 億 7,500 万円増という、かろうじて高い水準

をなんとか積み上げております。24 億円積み上げております。詳細については、また後ほど、本

田から説明申し上げたいと思います。 

それと加えて報告がございます。当社がかねてから出資しております、リバーホールディングス社

とタケエイ社の経営統合が近く行われる予定でございます。当初の業績予想に加えて、それに伴う
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株式の移転により、新株式の時価と当社の簿価の差額に調整を加えた額を特別利益として計上する

見込みでございます。ただし、今後の業績予想の修正が必要な場合には、確定次第、開示する予定

でございます。これも詳細については、本田から細かく申し上げたいと思います。 

次に、業績予想といたしましては、今年は 56 億円という業績予想に対して、営業利益は 4 億

5,000 万円の予想を立てておりますけれども、これも今のところ計画通り推移させているところで

ございます。 

ここで、当社における周辺の状況の報告を多少したいと思います。 

以前から申し上げています通り、コロナウイルスに対しての影響は大小あります。しかしながら、

これを理由につけるのも、もう今、適切ではないと思います。ですので、この落ち込みについても

なんとか報告いたしまして、今のところ、これらの影響は大して感じておりません。 

これに対しては、われわれはいろいろ元気に、活力的に、精力的に営業しておりますので、これは

社員たちの頑張りの賜物かなと思います。これはあくまで大型の受注があったからだとか、景気が

悪くなったからだとかということではないと、私は個人的に分析しております。あくまで、取り巻

く環境に置きながら、大きな変化がこの会社にはあります。それは、これまでとは多少質が違うと

いうか、われわれの受注形態が大きく変わっていくものと考えています。 

前から言った通り、われわれの業界というのは、あくまで隙間産業でありましたので、下請け主体

の業種でございました。これは、かねてからなんとかしなきゃいけないと、打開を考えていたわけ

ですけれども、なんとかプラントメーカーから、われわれが直接受注できないものかということを

いろいろ画策して苦労した結果、今現在たくさんのプラントメーカーから直接受注をすることが

今、可能となっております。これが、すなわち全体の売上だとか、利益の向上だとかということに

大きく起因しているところでございます。 

あと、業界的にどうかという分析もあるんですけれども、ちなみに、われわれを取り巻く解体の業

界、いわゆる建設の業界においての考えですが、建設の業界は非常に今、悪くなっております。そ

の中で解体はどうかというと、これも決して多くはない。例えば、産廃だとか、有価物に対するス

クラップだとかという業界も非常に今、冷え込んでおります。われわれの業界も少なからず、やっ

ぱり多くの同業者が今、伸び悩んでいるところです。 

しかしながら、われわれは当初から、早くからいろんな営業スタイルをチェンジしていった結果

が、今、なんとか業績を落とさずに、逆に去年よりも伸ばしている形で推移させています。 
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付け加えて、最近、風力発電の工事が、これからたくさん出てこようとしている中で、今現在、秋

田県で実証実験を行っております。これから本当に風力発電に関しては、どんどんやり替えが進ん

でいく中で、今、小型のものが解体の時期を迎えているんです。これの解体の工法を開発しており

ましたので、これを特許化して、今、実証実験をしているところです。つい先日まで 4 基ほど解体

をしてきましたけれども、非常に良い成果が生まれまして、各メーカーからも絶賛の声が上がって

いるところです。この実績を踏まえて、次々と今、話が来ているところでございます。 

もう一つ、私ども、主戦場が製鉄業界になります。製鉄業界は、皆様ご存じの通り、大きく再編が

進んでいるさなかでございます。その中でも、われわれはもともと JFE が多かったんですけれど

も、日本製鉄に関しては、再編の加速がちょっと違うのと、これまでにない規模の解体工事がこれ

から計画されているところです。 

私どもも、それは当然のことながら、きちっとフォーカスしていかなきゃいけないと考えています

ので、先んじて北九州に拠点を設けまして、これからの営業に注力していきたいと考えておりま

す。おそらく、今後、最低 10 年間、北九州地区、中国地区における解体工事の需要は膨らんでく

るのかなと考えております。 

最後に、東証の市場区分についてですが、現在、流通株式時価総額のみ、プライム市場への維持の

基準に適合しておりません。そのため、プライム市場適合に向けて、中期経営計画に沿った事業規

模拡大における、中長期的な時価総額の向上などを様々取り組んでいく所存です。 

それと、もう一つ余談ですが、つけ加えさせていただいて、つい先月までオリンピックがありまし

たけれども、弊社において、井上康生さんが私どものアンバサダーとして就任されました。これ

は、私どもが今までやってきた「美しく壊す、ベステラ」という、いろんなわれわれのタグライン

がありますけれども、これにマッチした井上康生さんがアンバサダーにふさわしいんだということ

で、そこら辺の意味合いも含めて、意気投合した形で、私どもの会社の協力をしていただくことと

なりました。これも付け加えて、ご報告申し上げたいと思います。 

以上、私からのご報告です。ありがとうございました。 
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本田：企画部長の本田でございます。本日は、貴重なお時間を割いていただき、ありがとうござい

ます。 

私から、第 2 四半期決算の詳細の説明、あとトピックスの部分の詳細をご説明させていただきま

す。 

スライドナンバー3 をお願いします。 

今、社長の吉野から少しお話がありましたけれども、うちのプライム市場維持基準適合に向けての

ところで、2 行目の、流通株式時価総額が足りないというところですが、ここに記載しています通

り、とりあえず中計をきちんとやるということがまず一つ。 

それと、当然、IR 活動ですね。IR 活動についても、少し個人投資家向けの活動を控えてきたわけ

ではないですけれども、かなり株主数が増えたところがあって、機関投資家様向けのところに注力

した部分もあるんですが、今、うちの時価総額レベルだと、やはり個人投資家様の IR 活動がもう

少し必要だと考えておりますので、その辺りは注力していきたいと考えています。 
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新株予約権増資の部分も、当然、そうすると流通株式数は増えますけれども、増資なので理論的に

は往って来いで、時価総額は変わらないだろうというところですが、ハヤテさんと一緒に、機関投

資家とともに時価総額を上げていくということを考えてやっております。この辺りの効果も出てく

ればいいのかなと思うところです。 

あと、中計の中では、M&A なども記載しておりますが、M&A がなくても、当社のオリジナルのビ

ジネスだけで、この基準は満たしていきたいと考えています。 

 

次に、トピックス②をお願いします。 

こちらは持分法投資損益、本日適時開示をさせていただいておりますけれども、ちょっと会計処理

がややこしい部分があります。 

リバーホールディングス社が、当社の持分法適用会社に今なっているわけですけれども、そもそも

決算期がずれていますので、この図にあります通り、リバーホールディングス社の第 2 四半期の決

算のときにちょうど持分法適用になって、要は監査の関係上、監査とレビューの違いとかもありま

すので、当社の第 2 四半期のところにそこを取り込むという形になっています。ですので、だいぶ

そこの時期がずれているというところです。 
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今後ですけれども、10 月 1 日に経営統合となって、リバーホールディングスさんの第 3 四半期の

部分だけ取り込みます。そうすると、連結上の簿価が上がります。リバー株式のですね。その簿価

と実際の 10 月 1 日時点での新会社の時価、この差額を特別利益として計上するという形になりま

す。具体的金額は、株価が変動しているので申し上げられないんですけれども、普通に株価と電卓

を叩いていただければ出る金額かというところです。 

ちなみに、当社は、あくまでも試算ですけれども、新会社では 4.8%ちょっとぐらいの株式数を保

有する形になります。当然、そうすると株式の持分は下がるわけですけれども、機関投資家様を除

くと筆頭株主ということでございます。 

あと、この特別利益を計上することによって、税金のほうはどうなるんだという話ですけれど、税

金は、この部分については益金不算入ということで、その分の税金はまだ発生しません。実際に将

来的にもし売却するとかそういうことがあれば、その際に計上するということになります。 

 

では、次のスライドナンバー5 のところです。 
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こちらは、リバーホールディングスさんが 8 月 17 日に開示されている資料の抜粋でございます。

TRE ホールディングスさんという、タケエイさんと一緒になって大きな会社をつくられます。国

内では最も大きいクラスの会社に、産廃リサイクル関係ではなるというところです。 

当社ももちろんこの動きに関しては、静脈産業の再編という意味では賛同しております。リバーホ

ールディングスさんとの業務提携も継続いたします。当社にとっても再資源化というのは、一つの

解体事業における課題でございますし、これから各プラントを所有されているメーカー様たちも、

どういうところに工事を発注すべきかというところで、いろいろそういう基準も出てくると思いま

すので、一緒に協力してその辺りに取り組んでいきたいと考えております。 

 

次に、トピックス③のところです。 

井上康生さんの話は、今、社長から話がありましたけれども、その通りでございます。井上康生さ

んのほうからも、当社をちゃんと選んでいただいたというところです。特に技術のこととか、誠実

さとか、そういうところは当社と共通するところがあるかなと思っております。 
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次に、トピックス④、風力発電です。 

こちらは、3 月に中期経営計画を発表したときにご説明をさせていただいていますけれども、吉野

の話にありました通り、現在、実証実験、実際に工事を行っているというところです。 

国内に今、風車、風力発電の設備が 2,500 基ぐらいだと思いますが、あるんですけれども、解体す

るものは、その場所場所によって、建っている場所も違いますし、横にクレーンがつけられるとこ

ろもあれば、そうでないところもあります。 

だから場所によって工法を変えるということで、当社はいくつかの使い分けをするという工法で

す。いくつか、マトリョーシカとかタワークレーン、転倒と書いていますけれども、転倒させられ

るところは転倒すればいいし、全然その場で壊さなきゃいけない場合は、こういうマトリョーシカ

工法というやり方をやるということを考えて、工法を選択するという形です。 

秋田では、転倒とかをやったりしたんですけれども、これもなかなか難しいもので、ただ倒せばい

いというものではなくて、ここの場所に倒さなきゃいけないということが決まっていますので、そ

れなりのノウハウと技術が必要という部分になります。 
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次に、実際の数字です。 

売上は 23 億 3,500 万円、対前年で 6 億 9,800 万円プラス、42.7%プラスですけれども、皆様が多

分ご心配されるのは、年度目標の 56 億円に対してどうなんだというところですが、当社は従来か

ら第 4 四半期の部分でかなり上がるところが多いので、今のところ計画通りと考えております。 

売上総利益は 5 億 500 万円、売上総利益率 21.7%と、比較的高めになっております。利益額も昨

年比で 2 億 200 万円プラスでございます。 

販管費は、詳細については後ほどご説明しますけれども、3 億 4,400 万円、5,200 万円ほど多く使

っております。 

営業利益は 1 億 6,100 万円です。前年よりは全然いいんですけれども、要は第 1 四半期より下がっ

ているではないかというところです。端的に申し上げますと、ここの説明にもございますけれど

も、つまり当社の会計期間の第 2 四半期、5 月、6 月、7 月ですが、ここには賞与の話であったり

とか、先ほど申し上げた研究開発費の計上がございまして、若干赤字となっている状態です。 
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経常利益については、2 億 7,300 万円で、昨年度も大幅にプラスになっています。営業利益と経常

利益の間に持分法投資損益、第 2 四半期に関して申し上げますと、1 億 1,400 万円がその間に計上

されております。 

純利益に関しては、2 億 2,000 万円という数字でございます。 

 

次のスライドをお願いします。完成工事高の比率です。 

第 1 四半期もそうですけれども、依然として化学の比率、化学の元請けの工事が、大きなのがござ

いますので、そちらの比率が高くなっております。 

前回までは、その他に入れていたんですけれども、環境関連の工事ですね、ダイオキシン、アスベ

スト、土壌汚染、そういった工事もかなり増えています。その部分を新たに別記して、環境という

部分を設けております。将来的には、この部分の比率も上がってくると思っております。風力発電

の解体をどこに区分するかということもあるんですけれども、今それぞれ 30%ずつぐらいで、電

力、鉄、化学という分けになっていますが、将来的にはそれぞれ 4 分の 1 ずつぐらいになっていく

こともあるかなと思います。 
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次に、完成工事高の四半期ごとの推移です。 

先ほど申し上げましたけれども、1 と 4 が多いという傾向です。2020 年 1 月期は 1 だけすごく多

くなっていますけれども、年々、2021 年 1 月期のような動きをするケースが多いので、今期もそ

ういう感じで見ていただけると大丈夫かなと思います。 
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次に、販管費です。スライドナンバーの 11 になります。 

まず、人件費のところが増えているんですけれども、これは人員増と賞与の部分で増えているとこ

ろです。2 億 1,500 万円、前年よりも 5,400 万円増えているというところです。 

研究開発費は、全部、今回は風車の工法の開発費用と、実際の実証実験で使っている部分でござい

ます。 

支払手数料、採用費、広告宣伝費あたりは、そんなに変動はございません。 

その他の部分では、ここはコロナの影響もあります。交際接待費が減ったりとか、出張が減ったり

とか、そういう部分がここに影響しております。合計で 3 億 4,400 万円かかって、5,200 万円ほど

増えている状態です。 
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次に、人員計画の推移です。 

人員計画は、今期、工事部の部員、特によく皆様にご心配されるのは、ここの工事部員が足りてい

るのかというところですけれども、前期が 39 名で、今期 4 名増の 43 名という予定をしておりま

す。第 1 四半期では増えていないですというところだったんですけれど、一応 1 名増えている状態

というのが第 2 四半期末の状態です。 

採用活動を結構注力していまして、内定を出して入社承諾された方が、少し入社が延びるとか、そ

ういったこともありました。他にも、営業部の採用とかは進んでおりまして、実際の現場には営業

部の人間も行ったりもしていますので、そういうところで少しは増強されてきています。今後も、

この目標は必達だと考えておりますので、採用活動は注力して続けてまいります。 
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次に、営業利益の要因分析です。 

ここの記載には、増収効果と原価率の改善によりと書いてあります。販管費の増の分をそれで賄っ

ているということですけれども、原価の中には、変動費的なものと固定費的なものがあります。当

社の中では、固定費的な部分を工事間接費と呼んでいますけれども、そこの部分は売上の伸びと関

係なく発生する部分でございますので、売上が大きくなってくれば、そこは改善すると、比率的に

改善するということで、ここは原価改善が行われているというところです。 
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次に、貸借対照表です。 

流動資産は 33 億 8,900 万円、昨年が 29 億 4,800 万円で 4 億 4,000 万円増えています。4 億 4,000

万円、何が増えているのかというと、現預金 17 億 8,000 万円、前事業年度末が 13 億 6,700 万円

で 4 億 1,300 万円増えているというところです。 

一つには、増資ということもあります。それと、工事代金の回収、大規模工事ですと、それなり

に、実際に工事を行って出来高でもらえる場合と、完成してからもらえる場合がありますけれど

も、以前もご説明申し上げましたが、そのずれが結構あります。 

当社の場合、お客様からもらう期間がだいたい 3 カ月、4 カ月という期間が開きます。協力会社様

には 1 カ月で払いますので、タイムラグみたいのがありまして、その部分がだいぶ解消されて入っ

てきているというところです。 

固定資産は 32 億 200 万円、前事業年度末に比べて 1 億 1,900 万円増えていると。ここが、いわゆ

るリバー社の簿価が持分法投資損益で増えているというのが主な要因でございます。 
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流動負債は 14 億 400 万円、3 億 1,000 万円増えています。ここは工事の増加によって、工事代金

等が増えているところです。 

固定負債は 22 億 3,200 万円、前年対比で 1 億 900 万円減っていますけれども、こちらは長期借入

金の返済というところです。 

純資産は 29 億 5,400 万円、前事業年度末比で、増減額で 3 億 5,900 万円増えています。純利益の

額と増資の分でございます。 

増資については、現在粛々と進められているところです。来年 8 月 5 日までに 85 万株が増資とい

う予定でございます。 

 

次に、受注の状況です。スライドナンバーの 15 です。 

期首の繰越工事高、要は期首のときの受注残が 25 億 4,500 万円、期中が 21 億 2,800 万円受注し

て、22 億 1,700 万円売上をして、結局、今 24 億 5,600 万円残っているというところです。 

実は第 1 四半期のときに、ここはちょっと落ちていたので心配される方も多かったかもしれないで

すけれども、この下のところに書いていますが、第 1 四半期に対して 3 億 7,500 万円増えていると
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いうところです。今後も、ここはかなり有力案件等もございますので、順調に推移するものと考え

ています。 

当社は 20 億円ぐらいが、実は受注残としては目安と考えています。もちろん飛躍的に伸びていく

ためには、ここも増えていかなければいけないんですけれども、工事を着工する直前に書類が来

て、注文書が来て受注するということになりますので、実際には今動いている工事ということで

す。ただ、ここに、例えば 3 年がかりの工事とかが来ると、そのときだけダーッと受注残が増える

という形が起きます。 

 

その受注残の中身が次のスライドです。 

ここも昨年と比べて、鉄の比率が少し上がってきています。化学が、元請工事があるので、同じよ

うに高いんですけれども、先ほど社長の吉野から話がありました通り、鉄の関係の引き合いは、か

なりこれから増えてきています。実際、そろそろ出てきていますので、鉄の比率は上がってきてい

ます。今後も上がると考えております。 
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業績予想ですけれども、特にここは、現時点では同じ数字を出させていただいています。 

一応、特別利益の計上は見込んでおりますけれども、こちらは完全に確定というところで業績予想

の修正を、適宜必要であればすることになるというところでございます。 

説明は以上となります。ありがとうございました。 

司会：ご説明どうもありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会：それでは、質疑応答に入ります。 

ご質問のある方は挙手していただければ、係の者がマイクを持ってまいります。 

なお、この IR ミーティングは、質疑応答部分も含め、全文を書き起こして公開の予定です。従い

まして、もし匿名を希望される場合は、質問される際、氏名を名乗らないよう、お願い申し上げま

す。 

それでは、ご質問はいかがでございましょうか。はい、ありがとうございます。 

カマタ：カマタと申します。今日はどうもありがとうございました。 

今日のお話でお尋ねしたいなと思ったのは、研究開発費のところです。御社は特許を持って営業活

動しているというお話がありましたけれども、研究開発費が半年で 800 万円ということで、その

ぐらいで十分に技術開発できるものなのかということを教えていただけますでしょうか。 

吉野：開発費の件ですけれども、実際、今やっている研究開発は、実際に現場がありまして、そこ

に工事費もきちっとあります。ただ、その開発に携わる費用は、さすがにそれはお客様からいただ

くわけにいかないものですから、その足りないものだけをわれわれは自費で捻出しているというこ

とですので、実際には 1,000 万円超ぐらいを計上している予定ですけれども、まだそれでも少し余

って今、推移しているところです。 

ですので、あくまでちゃんとした工事費があって、足りないものに対してだけ、われわれが補填し

ているということになります。ですので、十分な費用かと思っております。 

カマタ：今まで、その他の特許等もお持ちのようですが、よくこれだけの、申し訳ないですけれど

も、売上と人員で技術開発をなさってこられたなという気がするんですが、何か特徴だったところ

はあるんでしょうか。 

吉野：特徴というよりは、もともと弊社の創業者の吉野が、元来こういった研究開発の好きな人間

でして、いわゆる技術屋なものですから。どちらかというと、たくさんの人間で開発するというよ

りは、少数でもって実際にやった経験上から生まれた発想ですので、そんなに、じゃあ、たくさん

いたから良い工法が生まれるということではないと考えています。 

カマタ：はい、どうもありがとうございました。 
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本田：従来は、工事の原価の中に含んで実証実験を行っているということで処理をしてきました。

今回、別に研究開発費を計上してやっているということで、要は経営判断として、そういう工事の

中でも研究開発費を計上して実証実験をやるということで、従来よりはかなり積極的に取り組んで

いるとご理解いただければと思います。 

司会：ありがとうございました。 

他にご質問はいかがでございましょうか。ご質問はございませんか。 

質問者：先ほど人の話がありましたけれども、人員増強として、今、鉄のほうでも結構需要が高い

というお話でした。今の状況を考えると、何人ぐらいまでもっていかないと、やっていけなくなる

のではないかとお考えになっていらっしゃるかを教えていただけますでしょうか。 

本田：一概に何人必要だってなかなか決めにくいところはあります。工事の規模によっても違いま

すし、元請けか一次請けかとか、各工事部員の経験年数とか、そういうものもいろいろありますの

で、一概には言えないんですが、従来からだいたい限界としては、本当にこれは概算ですけれど

も、1 人当たり 1 億 5,000 万円から 2 億円が限界と考えています。 

そうすると、単純にこれを 1.5 倍から 2 倍したところが限界かというと、そういう見方もできます

けれども、完全にそう言い切れるものでもないところはあります。 

工事で実際現場に立つ人もいますけれども、計画する人間もおりますし、当社は工事計画チームと

いうのもございますので、そういう人員もありますし、あとお客様との交渉においては営業部員の

関係もありますので、そこも含めての人員です。そこが限界のところは、あるところはあると思い

ますけれど、まだそこまではいっていないと思います。 

ただ、増やしていかないと、やっぱり受注を増やしていこうということにならないですし、現場の

人間としても、やっぱり安全に工事をすることが第一ですので、多少ゆとりを持って人員は配置し

ていきたいと考えております。 

質問者：製鉄関係ですと、比較的大きなものが多いのかなという気がするんですが、そうすると、

1 人当たり、先ほど 1.5 億円から 2 億円という話がありましたけれども、もうちょっと大きくでき

ると考えておけばよろしいでしょうか。 

本田：それもケースバイケースです。鉄でもいろいろな設備がございますし。 

質問者：ありがとうございました。 

司会：他にご質問、はい。 
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カワバタ：カワバタと申します。ご説明ありがとうございました。 

13 ページの営業利益の要因分析のところで、大型の案件が増えていけば原価率が改善されていく

というお話があったかと思うのですが、今後は石油関係のところで元請けの案件が増えていくとい

うのを見越して考えると、今後もこのぐらいの規模感で改善が恒常的に達成されていくと考えるこ

とで間違いないでしょうか。 

本田：はい、原価中の固定費という工事間接費と申し上げましたけれども、そこは、例えばその工

事部長の人件費であったりとか、固定で書かれた事務所の経費とか家賃、そういうものもそこに含

まれています。ですので、工事量が増えても工事部長が 2 人になるわけではないので、その部分は

工事量が増えていけば比率が下がって改善されます。 

あと、今ご質問の途中でありました元請け、元請けのほうが当然利益率ではやっぱりちょっと高い

です。なので、そこも利益率の改善にはつながると。今おっしゃっていただいた通り、この利益率

の改善の中には、間接費の部分だけではなくて、元請工事価格の分野であるから、ここは利益率が

改善しているという部分ももちろんあります。 

カワバタ：ありがとうございます。ちなみに、化学の元請工事の利益率は、実際に下請けから元請

けになる比較で、収益性はどのぐらい上がっていらっしゃるんですか。 

本田：個別では言ってはいけないところもありますけれど。 

吉野：単純に私どもの業界の構図って、メーカーがあって、そこにメンテナンスをする会社があっ

て、だいたいその下でわれわれの業界が受けていることが多かったんですけれども。当然ここに 2

割から 3 割のマージンがあるわけで、そこにわれわれが肩を並べるということは、ここにも当然競

争はあるんですけれども、そこまで、例えばこの 3 割のマージンの下で工事をするよりは、ここに

肩を並べるんだったら、せいぜい 1 割ぐらいの削減ができますし、うまくいけば 2 割ぐらいの削減

ができます。その部分がわれわれの利益かなというところです。 

カワバタ：ありがとうございました。 

司会：ありがとうございました。 

他にご質問はございますでしょうか。ございませんか。 

それでは、ご質問もないようですので、これをもちまして IR ミーティングを終了いたします。 

吉野社長様、およびベステラ株式会社の皆様、本日はどうもありがとうございました。ご出席の皆

様もありがとうございました。 
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［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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